
福知山市 令和元年度事務事業評価シート(3次公表)

款 項 目 頁

□ 法定受託事務 ☑ 国府補助事業 □ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

□ 直接実施 ☑ 業務委託 □ 指定管理 ☑ 補助金交付 □ 工事・修繕等 □ その他 （ ）

商工費 商工業振興費 会計

（単位：千円）

事
業
属
性

担当課 産業政策部　産業観光課　

作成責任者 芦田　直也

事業名

決算付属資料 180

施策体系

起業おうえん事業

会計情報 商工費 一般会計 事業コード 320212

開始年度 平成23年度

終了予定年度 令和2年度

関連計画等 福知山市創業支援事業計画

施策コード 060204 施策名 起業支援を推進する

不特定多数 単位あたりコスト

実施方法

委託先・
実施主体等 福知山市商工会議所、福知山市商工会（創業セミナーのみ）

根拠法令等 福知山市起業おうえん助成金交付要領　他

事業区分

事業目的
（あるべき姿）

市内の事業所数が減少傾向にある中、市内で新たに事業を営む者に対し助成制度を実施することで、創業時の経費負担を軽減するとともに、創
業時のノウハウ取得のためのセミナー等の開催により、創業しやすい環境を整え、起業及び雇用を促進することで産業の活性化を図る。本事業は
国から認定を受けた福知山市創業支援計画に基づき実施する。

対象者 市内での起業予定者及び起業後１年未満の者 対象者数

関連事業

需用費 チラシ・事務費 117

324

事業概要

１　創業セミナー　専門家等による創業セミナーを２回実施
２　起業家支援事業補助金（補助率：ソフト事業1/2　上限200千円、ハード事業1/4　上限500千円）
　　市内で新たに起業する者、起業して１年未満の者に対し、起業に係る経費の一部を補助
３　起業おうえん助成金　 創業関連融資利用者に対し、６か月分の利子相当額を全額補給する

主な経費と
具体的内容

（Ｎ－１年度実績）

項　　目 具　体　的　な　内　容 H30経費

負担金補助及び交付金 起業家支援事業補助金・起業おうえん助成金 4,371

広告料 216

委託料 創業セミナー委託料

役務費

予
算
と
執
行
の
状
況

区　　　分 H28 H29 H30 R1 R2要求額

基
礎
情
報

配
当
予
算

①当初 6,113 6,200 5,783 5,167

前年度繰越 0 0

5,940

②補正予算
△ 3 0

△47

③流充用額 0

0 0

次年度繰越 0 0 0 0

④繰越額計 0 0 0 0 0

5,610

国支出金 3,056 2,910 0 0 0

財
源
内
訳

(
①
～

④

内

訳

）

一般財源 195 379 1,260 417

府支出金 0 0 2,286

330

0 0

地方債 0 0 0 0 0

主な利用特財
（Ｎ－１年度実績値）

特財名称 みらい戦略一括交付金 種類 府補助金 実績金額

その他特財 2,859 2,911 2,190 4,750
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特財名称 起業おうえん事業基金繰入金 種類 基金繰入金 実績金額 2190

/ 0 0.34 / 0
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⑥総事業費
(①+②+③+④+⑤)

9,310 8,600 8,456 7,887

⑤概算人件費 3,200 2,400 2,720 2,720

人
件
費

従事職員数
(正職/嘱託)

0.40./0 0.3 / 0 0.34

執行率
(⑦/(①+②+③+④)×100)

97.3% 53.4% 87.7% 0.0%

⑦執行額 5,942 3,312 5,028

業
績
指
標

成果実績
（アウトカム）

実績／当初目標

指　　　標 単位 H28 H29

人 34/50 24/50

H30 R1 最終目標

市内での創業者数 人 　31/32　  26/32 23/32 / 32 32

セミナー参加者のうち、創業者数 人 2/5 2/5 4/5 / 5 5

単位あたりコスト 174.8 138.0 167.6

最終目標

50

/ //

H29 H30 R1

セミナー参加者数 30/50 /
活動実績

（アウトプット）
実績／当初見込

指　　　標 単位 H28

/

単位あたりコスト

50
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☐ 廃止/休止

☐ 他事業と統合し組替

☐ 予算縮減を伴う見直し

☑ 予算増減のない見直し

☐ 予算拡充を伴う見直し

☐ 事業の見直しなし

☐ 維持 ☐ 組替

☐ 縮減 ☐ 廃止/休止

☐ 拡充

庁
内
及
び
外
部
に
よ
る
評
価

(

棚
卸
し
評
価

)

二次評価
（庁内評価）

【行革担当課記入】

所　　　見

三次評価
（外部評価）

【行革担当課記入】

○

コスト削減や効率化に向けた工夫が施されているか ○

活動実績は見込みに沿い、かつ投入資源に見合っているか ○

先行事例の分析や外部資源の活用は十分行われたか ○

民間事業者や市民が自ら実施することのできない事業か △

目的・目標の達成手段として適切で、優先度の高い事業か ○

効率性

受益者との負担関係や単位あたりコストは妥当な水準か ○

所　　　見

必要性

市民や社会のニーズを的確に捉えた事業か ○ 市内の廃業事業所数が増加していく中で、市内の事業所数を確保するために
も新規創業者への支援は必要である。創業時の知識修得、費用面の負担に
おいて支援することで、毎年一定の創業者を確保できている。

有効性

成果目標は理にかない、実績は適切に把握・測定されているか ○ 補助金、利子補給金、セミナー等あらゆる角度から創業希望者の支援を行っ
ており、利用者アンケートの結果でも、その有効性は高い。補助金制度につい
て、創業時の経費面での負担軽減に有効である。

予算への
反映

【財政担当課記入】

予算額の反映状況（対H31） 担当課の見直し・要求方針に対する所見 【行革担当課記入】

セミナーの実施については商工会議所、商工会へ委託することで、効率的に
開催できている。

他の手段や方法とのコスト比較は十分行われているか

来
年
度
方
針

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 内　　　容

創業希望者、創業無関心層へ広く機運醸成を行い、やる気ある創業者の育成を図るとともに、雇用を生み出す成長性のある創
業を支援する。

目的及び指標等の達
成状況に対する評価

本事業は国から認定を受けた福知山市創業支援事業計画に基づき実施しており、計画内での目標である年間32人の創業者数をめざしている。

今後の課題
及び方向性

より効果的な地域創業支援を促進するため、従来から実施している市内金融機関等とのネットワーク会議にて創業支援に関する情報を共有し、連
携を強める必要がある。

一
次
評
価

（
担
当
課
に
よ
る
自
己
評
価

）

項　　　目 評価 評価に対する説明
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